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二
十
歳
に
な
る
と
、誰
も
が「
選
挙

　
　
　
　
　
　

権
」を
与
え
ら
れ
る
。
思
い
起
こ
せ

　
　
　
　
　
　

ば
、
小
学
生
の
ク
ラ
ス
委
員
選
び
か

　
　
　
　
　
　

ら
、
わ
れ
わ
れ
は「
選
挙
」を
経
験
し

　
　
　
　
　
　

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

日
本
で
始
め
て
国
政
選
挙
の
選
挙

　
　
　
　
　
　

権
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
明
治
二
十

　
　
　
　
　
　

二
年
で
、
国
に
税
金
拾
五
円
以
上
納

　
　
　
　
　
　

め
て
い
る
満
二
十
五
歳
以
上
の
男
性

だ
け
で
あ
っ
た
。　

そ
の
後
、す
べ
て
の
男
性
が
選
挙

権
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
女
性
が
選
挙
権
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
か
ら
で
、
選
挙
権
年

齢
も
満
二
十
歳
に
な
っ
た
。

　

大
人
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
選
挙
権
を

放
棄
し
、
投
票
に
行
く
人
も
少
な
く
な
る
の
は
残
念

で
あ
る
。
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
「
は
い
、
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
自
分
の

考
え
に
合
っ
た
侯
補
者
を
選
ぶ
事
は
難
し
い
の
で
、

そ
の
前
か
ら
社
会
に
し
っ
か
り
と
関
心
を
持
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
小
さ
い
子
に
選
挙
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
」だ
と
考
え

ず
、
子
ど
も
と
一
緒
に
投
票
に
行
っ
た
り
、
選
挙
を

身
近
に
感
じ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
。
そ
の

よ
う
な
保
護
者
の
姿
勢
が
、
大
切
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

���
����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�����

　市税の滞納により差し押さえた不動産を、インターネット
による入札の方法で公売します。入札には、どなたでも参加
できます。
������　※下見会は行いません。
����　①兵庫県西宮市山口町香花園②滋賀県高島市安曇
川町中野別荘地（びわこ台）③芦屋市西山町※①②は土地のみ
③家屋付の物件　�����　①②山林、③宅地　����
�     ③居宅　�����　①406㎡・601㎡②299㎡～340㎡③
71.31㎡ ������　③33.28㎡　�����　③木造瓦葺平
家建（現況スレート葺）　����　 ①２区画②６区画③１区画

������

�����　６月２日・午後１時～15日・午後５時　���
��　６月19日・午後１時～26日・午後１時（納付等により、
中止になる場合があります）
※公売物件等の詳細については、公売広報・市ホームページを
　参照してください。
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　全部公開14件／部分公開32件／
　非公開０件／存否応答拒否０件／
　不存在９件／却下０件／
　取り下げ１件／異議申し立て５件

�������	
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��
　全部開示２件／部分開示６件／
　不開示１件／その他１件／
　異議申し立て０件

　環境省では2003年から、温暖化防止のため「ＣＯ２削減／ライト
ダウンキャンペーン」を実施しており、皆さんにライトアップ施設
や家庭の電気の消灯を呼びかけています。昨年は、キャンペーン
初日の６月21日（夏至の日）に、東京タワーなどのライトアップ施
設・百貨店・コンビニエンスストアなど約73,000施設に、また最
終日の７月７日（クールアース・デー）には、約76,000施設の参加を
得て、2,370,806kWhの電力を削減することができました。
　本年は、６月20日から７月７日までの間、「ＣＯ２削減／ライト
ダウンキャンペーン」を実施します。
　ライトアップになれた日常生活。少しの間電気を消すことで、
いかに私たちが照明を使用しているかを実感し、地球温暖化問題
について考えてみましょう。そして、そんな時間をみんなで共有
してみませんか。特に、次の２日間の午後８時から10時の間、全
国のライトアップ施設や各家庭の電気を、一斉に消灯する“ライト
ダウン”を広く呼びかけています。ご協力をお願いします。
�������	
�　　　　　　　     『ブラックイルミネーション2009』 
������������	
���『七夕ライトダウン』 
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　対象者は、本市に居住している大正15年（1926年）４月１日以前生
まれで、次のいずれかに該当するかた
①昭和57年（1982年）１月１日現在、日本国内で外国人登録法による
　居住地登録をしていたかた
②昭和57年（1982年）１月１日以前に外国人登録法による居住地登
　録をし、昭和36年（1961年）４月１日以降に日本国籍を取得したか
　たで、年金受給資格期間を制度上満たすことができないかた
③日本人で、長期間海外に在住し、昭和36年（1961年）４月１日以降
　に帰国され、年金受給資格期間を制度上満たすことができない
　かた
■ただし、次のかたは支給の対象にはなりません。
①公的年金等（年額391,200円以上）の受給者
②芦屋市重度障害者特別給付金の受給者
③生活保護の受給者
④本人・配偶者・扶養義務者の所得が制限額を超えるかた
　※所得制限については、下記へお問い合わせください。
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　「危険物安全週間」にちなんで、家庭内で老朽化した消火器を、
芦屋防火安全協会の協力を得て回収（有料）します。
※ただし、家庭内の消火器に限りますので、ご了承ください。
���　６月４日～６日・午後１時～４時
���　消防本部（消火器をご持参ください）
���　１本・500円（市価の約半値）
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八
月
か
ら
十
月
の
間
に
約
三
回

　
　
　
　

開
催
す
る
会
議
に
出
席
す
る

　
　
　
　

※
一
回
の
会
議
は
約
二
時
間
、

　
　
　
　
　

開
催
日
時
は
委
員
会
で
決
定

　
　
　
　
　

し
ま
す
。

�
�
�
　

市
内
在
住
で
、
六
月
一
日
現
在

　
　
　
　

満
二
十
歳
以
上
の
か
た

�
�
�
　

二
人
以
内

�
�
�
�
�
�

　

六
月
十
五
日

∧
消
印
有
効
∨

ま
で
に
、「
芦
屋

市
の
水
道
に
つ

い
て
」に
関
す

る
作
文（
八
百
字
程
度
、書
式
自

由
）に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

※
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、決

　

定
し
ま
す
。
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31-2121）へ
お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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い
ま
す
。淡
路
景
観

園
芸
学
校
で
も
、生

徒
の
課
外
実
習
と
し

て
何
度
も
見
学
に
訪

れ
、地
域
と
行
政
の

関
わ
り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
で
は
な
か
な
か
行
き
届
か
な
か
っ

た
部
分
を
、地
域
の
力
で
花
壇
づ
く
り
を

通
し
て
、公
園
を
美
化
す
る
と
と
も
に
、利

用
者
の
少
な
か
っ
た
公
園
を
、見
事
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
性
化

し
た
こ
と
、ま
た
現
在
ま
で
十
一
年
間
に

わ
た
っ
て
活
動
を
継
続
し
た
こ
と
の
功
績

が
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た「
横
浜
動

物
の
森
公
園
」で
の「
全
国
み
ど
り
の
愛
護

の
つ
ど
い
」で
、花
と
み
ど
り
の
愛
護
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
と
し
て
、「
東
山

町
自
治
会
花
づ
く
り
部
会
」が
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
団
体
は
、兵
庫
県
立
淡
路
景
観
園

芸
学
校
の「
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ナ
ー
」の

資
格
を
取
得
し
た
自
治
会
の
会
員
が
、自

宅
近
く
の
東
山
北
公
園
が
あ
ま
り
手
入
れ

さ
れ
て
い
な
い
の
を
憂
い
、公
園
緑
地
課

へ「
花
壇
作
り
」の
相
談
に
来
ら
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、平
成
九
年
三
月
か
ら
十

人
の
賛
同
者
と
共
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
、花
を
持
ち
帰
ら
れ
る
等
の
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、最
近
で
は
地
域
の

理
解
も
深
ま
り
、犬
の
ふ
ん
や
ご
み
が
目

に
見
え
て
減
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
や
近
く
の
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
も
頻
繁
に
訪
れ
、花
壇
を
楽
し
ん
で
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　下記の登録の要件に該当し、新規登録を希望する団体・グループは、申請手続きをしてください。
　登録承認の有効期間は、本年９月１日から平成24年８月31日までです。今回は、３年に１度の全団体一斉
切り替えの年になりますので、登録更新（継続）を希望する団体は、必ず申請書を提出してください。
������

①社会教育法に基づく組織的な教育活動を自ら行い、その団体の学習活動・内容が明確
　であり、公の支配に属さない団体であること。
②団体運営については、団体に主体性があり、営利事業や政治・宗教活動を目的としな
　い任意団体であること。特に芸能・趣味関係団体については、活動が流派の普及活動
　や指導者の営利を目的としたり、またはそれに類した行為を行わない団体であること。
③過去1年以上の実績があり、将来も継続して活動できる団体であること。
④規約があり、会計・会計監査等の制度が確立しており、団体の本拠としての事務所が市内にあること。
⑤健全な自己財源を持ち、会員の会費等の負担額が一般的に見て高額すぎないこと。
⑥団体の活動への参加窓口を一般市民に広げていること。団体内だけの活動のみでなく、地域全体への普及
　啓発活動があること。
⑦組織の構成メンバーが、主として芦屋市民であること。また、芦屋市域を活動の拠点にしていること。
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　今年は、３年に１度の「社会教育関係団体」一斉切り替えの年になりますので、説明会を行います。
すでに登録されているすべての団体、および本年６月に申請を予定している団体が、対象となります。
���　６月14日（日）①午前10時～〈ＰＴＡ・コミスク・スポーツ関係団体対象〉②午後１時～〈スポーツ・
　　　　芸術・芸能・音楽関係、青少年関係団体対象〉③午後３時～〈歴史文学・教養学習、女性、その他団体対象〉
���　市民センター 401室　※できるだけ、公共交通を使ってお越しください。
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　緊急保証、日本政策金融公庫・商工中金セーフティ
ネット貸付、経営改善資金の拡充ほか
�������	
���
�������	
��
�
�������
�������	
��
���　
※国の新たな経済対策の詳細については、下記へ。
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���　６月14日（日）午後２時から約１時間　����講義
室����　「芦屋の歴史と文化②」山形隆司本館学芸員　�
���　観覧料（一般300円、大高生200円、中学生以下無料）

������

���　６月６日（土）午後２時から約30分　����展覧会
場　���　本館学芸員　����　要観覧料

�������	
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���　６月19日（金）午後１時
30分～３時　����講義室�
���　加藤純子（歌）、沖倫子
（ピアノ）、Ⅰ LOVE ASHIYA　
����　500円（観覧料含む）
※歌集をお持ちでないかたは、
　別に歌集代1,000円必要。
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　谷崎潤一郎記念館では、毎年、誕生日の７月24日に谷崎をしのぶ「残月祭」を開いています。　
　今年は、東京で古書店を営みながら文筆をふるう異色の直木賞作家・出久根達郎さんを招き、
かわいい小動物をキーワードとして、「谷崎と太宰治」について講演していただきます。
���　７月24日（金）午後１時30分～３時30分　���　ルナ・ホール　���　先着600人　
���　「猫派の谷崎潤一郎と、犬派の太宰治（生誕100年）」　���　直木賞作家・出久根達郎氏
����　1,500円　�����　往復はがき（１枚５人まで）に、住所・氏名・電話番号を記入
し、６月24日（水）＜消印有効＞までに、上記「残月祭係」へ
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���　６月３日～28日＜月曜休館＞午前10時～午
後５時（最終日は午後３時まで）　���　元読売新
聞大阪本社の写真部長が、撮影技術の粋と自然への
愛を込めた作品群を展示　����　300円
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���　６月21日（日）午後１時30分～３時30分　
���　長年、読売新聞大阪本社
報道カメラマンとして活躍した中
務敦行氏が、実践的撮影技術を伝授
���　24人　����　2,500
円　�����　上記へ
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���　６月17日（水）午後１時30分～３時30分　�
��　実用的な書を学ぶ　���　京都光華学園伝
統文化科特別講師・石井みや美氏　���　16人　
����　3,000円　�����　上記へ
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���　７月４日・18日・８月８日・９月５日・19日
（土）①午前10時～正午（初心者）②午前10時30分～
午後０時30分（初心者コース修了者）　���　福田
一義氏　���　有田焼の大皿に伝統的な絵付け　
���　先着16人　����　10,000円（５回分・材
料費別）　�����　上記へ
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